
働き方改革の実現　　　・タイムマネジメント　　・複数顧問制　　・校務の情報化　　・学校改革プロジェクトチームの活動

　　　　人材育成・学校力の向上

 ・ボトムアップ型コンプライアンス研修による、コン
 　プライアンス意識の向上と服務規律の徹底
 ・人権教育の視点からのいじめ、体罰の未然防止と早期対応
 ・危機管理ﾏﾆｭｱﾙの整備、確認による生徒の安全確保
 ・OJTを活用したICT研修による教育活動の充実
 ・校内支援委員会の計画的・継続的な実施
 ・SDGsの視点に立った教育活動の検証・改善

　　　家庭・地域・関係機関との連携

 ・各種たよりやHPによる積極的な情報発信
 ・校種間連携等による生徒指導やキャリア教育の充実
 ・地域財産や外部指導者の積極的な活用
 ・地域のスポーツ人材による地域クラブとの連携
 ・地域コミュニティにおける生徒のボランティア活動の推進

 ・SC等の積極的・効果的な活用による日常的な連携
 ・教育支援ｾﾝﾀｰ、子育て支援課等との連携による早期支援

学校関係者
評価委員会

学校評価を
活用した学校運営

　

　たくましい生徒の育成プラン

 ○体育・スポーツ活動の充実と体力向上
 ・体力アップ推進プランの実践
 ・体育委員会企画の運動の日常化プラン
 ・部活動運営方針の共通理解と遵守
 ○自己管理能力や自ら解決する力を育て
　 る教育の工夫
 ・計画的な保健教育、食育の実施
 ・情報モラル教育の実施
 ・SOSの出し方に関する教育の実施
 ・「繰り返し・具体例」に基づいた安全
　 教育の実施
 ・キャリア教育に関する体験的な活動の
 　充実と、キャリアパスポート等の活用

 ＜ 校 内 研 究 主 題 ＞ 豊 か な 人 間 関 係 を 築 く 力 の 育 成

　

　 学び続ける生徒の育成プラン

 ○主体的・対話的で深い学びを可能にす
 　る学習活動の工夫
 ・試行錯誤を生む課題の設定
 ・自分の考えをアウトプットする場や時
 　間の確保
 ・自分と他者との考えの共通点や相違点
 　を捉え、考えを深めていく活動の工夫
 ・学び合いの場面における、教師の意図
 　的な問い返し
 ・振り返り活動の重視
 ・１人１台端末環境を活用した学びの保
 　障と学習の蓄積
 ・学校図書館の積極的な活用
 ○各種検定へのチェレンジを推奨
 ・AIドリル等の活用
 ○教科部員会による教師間の学び合い
 ・教科指導実践事例の共有

　

　　心豊かな生徒の育成プラン

 ○一人ひとりのよさを生かし、集団の力
　を高める学年・学級経営の充実
 ・構成的エンカウンターの意図的、継続
　 的な実践
 ・認め合い、折り合いを付けて集団とし
 　ての意見をまとめる話合い活動の充実
 ・学校生活アンケートやQ-Uの活用
 ・ピア・サポート活動の工夫
 ○生徒が主役の生徒会活動や行事の実践
 ・一人ひとりに活躍の場がある運営
 ・いじめを防止する人間関係づくり
 ・生徒会が中心となった「学校生活のき
 　まり」の見直し
 ・学年生徒会活動におけるボランティア
 　活動の工夫
 ○全ての生徒に対する個別支援の充実
 ・一人ひとりに寄り添った教育相談の実施

目指す学校像

笑顔と活気にあふれる学校
安全で安心できる学校

家庭や地域から信頼される学校

目指す教師像

生徒一人ひとりの可能性を育てる教師
意欲をもち、学び続ける教師

心身ともに健康で明るく、協調性のある教師

 ＜ 本 年 度 の 重 点 ＞ 生徒の自治的な活動を中心に据えた教育活動の展開

 ＜ 組　織　 目　標 ＞ 「声」が出せる生徒を育てる

　　茨城県の教育目標
　ひとりひとりの能力を開発し
　豊かな人間性をつちかう
　じょうぶな身体をつくり
　たくましい心を養う
　郷土を愛し
　協力しあう心を育てる

　　いばらき教育プラン
活力があり、県民が日本一幸せな県
　Ⅲ「新しい人財育成」

学　校　教　育　目　標

自分の可能性に挑戦し、
創意をもって未来を切り拓く生徒の育成

 とうかい教育プラン2025
 すべての子どもの可能性を
 引き出す学校づくり

　令和５年度学校教育の柱
 児童生徒一人ひとりの可能性を引
 き出し、自己肯定感を高める学校
 地域共に子どもたちを育てる学校
 教職員がやりがいを感じながら
 元気に明るく楽しく働く学校

目指す生徒像

自分で考えて判断し、行動できる生徒
相手の立場に立って考える生徒
何事にも全力で取り組む生徒

令和５年度 東海南中学校グランドデザイン
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